
株主メモ

毎年 4月 1日から翌年 3月 31日まで

定時株主総会、期末配当　3月 31日
中間配当　　　　　　　　9月 30日

6月

電子公告とし､当社ホームページ
（http://www.kyocera.co.jp）に掲載いたします。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告
ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

東京、大阪、ニューヨーク

100株

三菱 UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目 6番 3号
三菱 UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

電話番号 0120-094-777（通話料無料）
　受付時間 9:00～ 17:00
　（土、日、祝祭日、年末年始を除く）
ホームページ http://www.tr.mufg.jp/daikou/

株式に関するお手続きについて

●事 業 年 度
●株主確定の基準日

●定 時 株 主 総 会
●公 告 方 法

●上場証券取引所
●単 元 株 式 数
●株主名簿管理人
　

　郵 便 物 送 付 先
　

　各種お問い合わせ先

「住所変更」、「買取・買増請求」、「配当金の受取方法の指定」等の各種お手続きに
つきましては、原則として、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）での
お手続きが必要ですので、口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
「郵便物の発送と返戻に関するご照会」、「未受領の配当金に関するご照会」及び
「特別口座に記録された株式に関する各種お手続き」につきましては、上記の
三菱UFJ信託銀行株式会社にお問い合わせください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行
本支店でもお取次ぎいたします。

1．

2.

平成24年4月1日から平成24年9月30日まで
第59期中間報告書特別口座の口座管理機関

証券コード　6971

京都市伏見区竹田鳥羽殿町6番地 〒612-8501
電話： 075-604-3500（大代表）

http://www.kyocera.co.jp

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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株主メモ

京セラの経営哲学

京セラは、資金も信用も実績もない小さな町工場
から出発しました。頼れるものは、なけなしの
技術と信じあえる仲間だけでした。会社の発展の
ために一人ひとりが精一杯努力する、経営者も命
をかけてみんなの信頼にこたえる、働く仲間の
そのような心を信じ、私利私欲のためではない、
社員のみんなが本当にこの会社で働いてよかった
と思う、すばらしい会社でありたいと考えてやって
きたのが京セラの経営です。
人の心はうつろいやすく変わりやすいものと
いわれますが、また同時にこれほど強固なものも
ないのです。その強い心のつながりをベースに
してきた経営、ここに京セラの原点があります。



�

平素は京セラグループに対しまして格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
平成24年9月30日をもちまして終了しました第59期中間期（当中間期）の業績につきまして
ご報告いたしますので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

◆　　◆　　◆

当中間期の経済環境は、国内及び米国経済は緩やかに拡大したものの、欧州景気の後退や円高が
進行し、加えて中国経済の成長率が鈍化するなど、世界経済の先行き不透明感が高まりました。当社
の主要市場であるデジタルコンシューマ機器市場においては生産活動は低調に推移し、総じて
厳しい事業環境となりました。当中間期の連結売上高は、第58期（前期）に新たに当社グループに
加わった子会社の貢献を主因に増収となりましたが、米国子会社における環境汚染浄化に関する
費用を計上したことなどの要因により、利益は第58期中間期（前年中間期）を下回りました。

中国市場の先行きは不透明であり、欧州経済の低迷の長期化が懸念されるなど、当社グループを
取り巻く下期の事業環境は引き続き厳しい状況が予想されます。このような見通しの中、グループ
一丸となって各事業の強化に努めてまいります。特に、急速に拡大する国内での太陽光発電などの
環境・エネルギー関連市場での成長機会を確実に捉え、業績向上を図ってまいります。

株主の皆様におかれましては、京セラグループに対して、引き続き一層のご支援、ご高配を賜り
ますようお願い申しあげます。

代表取締役社長代表取締役会長

ごあいさつ
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当中間期の連結業績の概況

当中間期の国内経済は、個人消費や東日本大震災からの復興に向けた公共投資の増加な
どにより拡大したものの、海外経済の減速により輸出が伸び悩み、景気の先行き不透明感
が高まりました。米国経済が底堅い住宅投資や個人消費を背景に緩やかに拡大する一方で、
欧州経済は財政危機問題の長期化により後退局面となりました。また、中国経済は拡大
基調で推移したものの、輸出の鈍化などにより成長は減速傾向が続きました。

当社の主要市場であるデジタルコンシューマ機器市場においては、従来型の携帯電話
端末やパーソナルコンピュータ、薄型テレビの生産台数が前年中間期を下回るなど、総じて
伸び悩みました。

当中間期の平均為替レートは、対米ドルは前年中間期の80円に比べ1円円高の79円、
対ユーロは前年中間期の114円に比べ13円円高の101円となりました。この結果、前年
中間期に比べ売上高は約125億円、税引前中間純利益は約55億円、押し下げられました。

当社は、米国会計基準に準拠して連結財務諸表を作成しています。
また、本中間報告書の表示金額は百万円未満を四捨五入して記載しています。

経済及び事業環境
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◆連結業績の推移
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連結業績
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◆連結業績の推移
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この円高の影響や、産業用及びデジタルコンシューマ機器向けの部品需要が伸び悩んだ
ことに加え、海外でのソーラーエネルギー事業や通信機器関連事業の売上高が前年中間期に
比べ減少しました。しかし、平成24年2月に液晶ディスプレイメーカーのオプトレックス㈱ 

（現 京セラディスプレイ㈱）を連結子会社化したことが貢献し、当中間期の連結売上高は、
前年中間期の6,042億68百万円に比べ0.7%増加の6,084億31百万円となりました。

一方、利益については、米国子会社のAVX Corporationが、米国マサチューセッツ州ニュー
ベッドフォード湾の環境汚染浄化に係る費用として213億円を計上したこと、及び円高の
影響を主因に前年中間期に比べ減少しました。営業利益は前年中間期の677億63百万円に
比べ61.8%減少の258億91百万円、税引前中間純利益は前年中間期の755億65百万円に
比べ52.7%減少の357億32百万円、当社株主に帰属する中間純利益は前年中間期の467億
68百万円に比べ45.8%減少の253億71百万円となりました。
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主要な事業内容

産業機械、通信、コンピュータ、
自動車などの様々な産業分野に
幅広くセラミック部品を供給して
います。

売上高構成比
（当中間期）

無機（セラミック）と有機の両材料
を用いた電子部品やICを保護する
パッケージ及び基板を供給して
います。

売上高構成比
（当中間期）

通信機器や情報機器、デジタル
家電、産業機器など、幅広い分野
に様々な電子部品やデバイスを
供給しています。

売上高構成比
（当中間期）

ソーラーエネルギー関連製品、切削
工具、医科用・歯科用インプラント
や宝飾品、セラミックナイフなどの
ファインセラミック応用商品を供給
しています。

売上高構成比
（当中間期）

6.3%

13.6%

14.0%

23.1%

半導体製造装置用部品

電子部品用セラミック
パッケージ

住宅用太陽光発電システム

水晶関連製品

自動車用部品

LSI用有機多層
パッケージ

切削工具

液晶ディスプレイ、
タッチパネル

ファインセラミック部品関連事業

半導体部品関連事業

ファインセラミック応用品関連事業

電子デバイス関連事業
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搭載機能を絞った簡単ケータイや
スマートフォンなどの携帯電話端末
に加え、PHS端末や基地局を供給
しています。

売上高構成比
（当中間期）

京セラ独自の長寿命でエコロジー、
エコノミーを実現した「エコシス」
コンセプトのプリンター及び複合機
に加え、お客様の様々なニーズに
応えるアプリケーションを用意し、
ビジネスの改善をサポートします。

売上高構成比
（当中間期）

13.9%

19.2%

簡単ケータイ

A4カラープリンター A3カラー複合機

国内市場向け
スマートフォン

更に詳しくお知りになりたい方は
当社ホームページをご覧ください

主に情報通信サービス事業や電気
絶縁材料事業、成形品事業などを
展開しています。

売上高構成比
（当中間期）

12.3%

ITマネジメントセンター
（情報通信サービス事業）

半導体封止材料

京セラホームページ：http://www.kyocera.co.jp/

注）「調整及び消去」（△2.4％）の項目があるため、4ページ及び5ページに記載の売上高構成比の合計は100％になりません。

通信機器関連事業

情報機器関連事業

その他の事業
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事業セグメント別の状況

半導体製造装置などの産業機械市場や
デジタルコンシューマ機器市場向けの部品
需要が前年中間期に比べ伸び悩みました。
この結果、当事業セグメントの売上高及び
事業利益は前年中間期に比べ減少しました。

ファインセラミック部品関連事業

売 上 高： 383億99百万円 （前年中間期比  8.5％減）

事業利益： 45億35百万円 （前年中間期比37.6％減）

スマートフォン向けのセラミックパッケー
ジの需要が伸びたことにより、当事業セグ
メントの売上高は前年中間期に比べ増加
しました。
しかし事業利益は、サーバー関連市場向け
の有機パッケージの需要の低迷を主因に、
前年中間期に比べ減少しました。

半導体部品関連事業

売 上 高： 824億83百万円 （前年中間期比  0.9％増）

事業利益： 138億62百万円 （前年中間期比22.4％減）
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事業セグメント別の状況

機械工具事業の売上高は増加したものの、
ソーラーエネルギー事業の売上高は、欧州 

での需要の減少に加え、世界的な製品価格
の下落や円高の影響により、減少しました。
この結果、当事業セグメントの売上高及び 

事業利益は前年中間期に比べ減少しました。

ファインセラミック応用品関連事業

売 上 高： 854億24百万円 （前年中間期比  5.8％減）

事業利益： 52億88百万円 （前年中間期比16.8％減）

京セラディスプレイ㈱の貢献を主因に、
当事業セグメントの売上高は前年中間期
に比べ増加しました。
しかし事業利益は、AVX Corporationに
おいて環境汚染浄化に係る費用を計上した
ことにより、損失となりました。

電子デバイス関連事業
売 上 高： 1,408億15百万円 （前年中間期比21.6％増）

事業利益： △118億79百万円 （   ─   ）
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スマートフォンの販売は好調に推移した
ものの、従来型の携帯電話端末の販売台数
が前年中間期を下回ったことにより、当事
業セグメントの売上高は減少しました。
しかし事業利益は、海外向けの低価格端末
の販売縮小による製品ミックスの改善に
より、前年中間期に比べ増加しました。

通信機器関連事業

売 上 高： 843億33百万円 （前年中間期比    6.3％減）

事業利益： 8億  1百万円 （前年中間期比145.7％増）

新製品の投入や拡販に努めた結果、海外の
主要市場での売上高は現地通貨ベースで
増加しました。
しかし、ユーロ安の影響を大きく受け、
当事業セグメントの売上高及び事業利益
は前年中間期に比べ減少しました。

情報機器関連事業

売 上 高： 1,167億87百万円 （前年中間期比  3.6％減）

事業利益： 111億  6百万円 （前年中間期比29.8％減）
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当社は、将来にわたり連結業績の向上を図ることが企業価値を高め、株主の皆様のご期待に応える
ことになると考えています。従って、配当につきましては連結業績の「当社株主に帰属する当期 

純利益」の範囲を目安とすることを原則とし、連結配当性向を20％から25％程度の水準で維持
する配当方針としています。あわせて、中長期の企業成長を図るために必要な投資額などを考慮し、
総合的な判断により配当金額を決定することとしています。

当中間期の利益は前年中間期を下回ることとなりましたが、当期通期の業績見通し並びに上記
配当方針を踏まえ、当中間期の配当金は、前年中間期と同額の１株当たり60円とさせていただき
ました。

京セラケミカル㈱などでの売上高の減少
を主因に、当事業セグメントの売上高は
前年中間期に比べ減少しました。
しかし事業利益は、原価低減を図った
ことにより、前年中間期に比べ増加しま
した。

その他の事業

売 上 高： 748億61百万円 （前年中間期比  1.7％減）

事業利益： 43億45百万円 （前年中間期比24.3％増）
売上高（百万円） 事業利益（百万円）売上高（百万円） 事業利益（百万円）
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事業セグメント別の状況

配当方針
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太陽エネルギーは「創って蓄える」時代へ

トピックス

住宅用太陽光発電システム新製品発売

世界最高変換効率※2

Gynaセル登場

太陽電池は長く使い続けるもの。長い間変わらない発電効率が求めら
れます。しかし、効率が下がっていく太陽電池があるのも事実です。
その中で、京セラの製品は世界最高水準の耐久性※3が立証されており、
2013年、鹿児島に誕生する日本最大級※4のメガソーラーにも採用されます。

長期信頼性が認められ、日本最大級のメガソーラーに採用

※1：1993年に国内初の住宅用ソーラー発電システムを販売開始し、現在も稼働しています。2012年10月現在。
※2：多結晶住宅用太陽電池セルの量産レベルにおいて。2012年10月現在、当社調べ。
※3：ドイツのフラウンホーファー研究機関が世界の主要13製品に対して実施した耐PID試験による。
※4：2012年10月現在、当社調べ。

これまで エネルギーマネジメントする

発電する。
太陽光発電システムで
電力を創ります。

蓄電する。
大容量のリチウムイオン蓄電
システムで電力を蓄えます。

運用する。
ホームエネルギーマネジメントシステム（HEMS）
でご家庭での発電量や充電量などを｢見える化｣
することで、省エネ意識が高まります。

太陽光発電システム

PC TVスマートフォン

リチウムイオン
蓄電システム

HEMSコントローラ

無線 LAN

住宅用での長期使用実績NO.1※1の当社太陽光発電システムに、さらに
変換効率を高めた“Gyna（ガイナ）”セル搭載モデルが加わりました。

切妻屋根に適した定番ソーラー発電システム
エコノルーツ設置例

太陽光発電システムの導入で、自宅で使う電気は自宅で「創る」生活へ。
さらに、リチウムイオン蓄電システムの登場で、電気を「蓄えて」、「効率的に運用」することが可能になります。

太陽電池モジュール 蓄電ユニット 専用リモコン

日本最大級70MW メガソーラー
東京ドーム27個分

ホリプロタレントスカウトキャラバン2012  グランプリ
優希 美青（ゆうき みお）

2013年秋
完成予定

鹿児島七ツ島太陽光発電所
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● KDDIの超高速通信「4G LTE※1」に対応
●動画や音楽の取り込みも快適

大容量データも
すばやくダウンロード

● DIGNO ISW11Kの2台分以上のバッテリーを搭載
●従来と比べて2.7倍※2の電流により急速充電※3が可能

長時間使えて
充電も早い

●画面部分が振動することではっきり聞こえる、 
　京セラ独自の「スマートソニックレシーバー」搭載※4聞こえやすい

●ポップで楽しい5色のカラーバリエーション
●好みの飾りをつけられる「ちょい足しリング」※5遊び心がいっぱい

●話して最適なアプリを起動できる「すぐごえ」機能を新搭載
●防水※6、ワンセグ、赤外線通信等、便利な機能が満載たくさんの便利機能

● SoftBankの新周波数帯域「プラチナバンド」に対応
●超高速通信「SoftBank  4G」に対応

つながりやすく
データ通信も早い

トピックス

今冬発売予定

au向けスマートフォン　　　　　　　　 発売
京セラのスマートフォンブランド DIGNOシリーズの
新製品 DIGNO S （ディグノ エス）が、2012年11月
に auより発売されました。

ソフトバンク向けスマートフォン 
HONEY BEE® SoftBank 201K発売

※5：リングに装着する素材や形状により、端末本体が傷ついたり、塗装が剥がれる場合があります。　※6：IPX5/IPX7等級の防水性能。

さらに快適な通信を実現する
オールインワンスマートフォン

※1：LTEは、ETSIの商標です。　※2：当社従来モデルとの比較において。当社調べ。
※3：同梱の卓上ホルダー及び専用ACアダプタ使用時。　※4：聞き取りやすさには個人差があります。周囲の環境により、聞き取りやすさの効果は異なります。　



��

トピックス

お客様個別のニーズに最適なソリューションを提供

お客様の様々なニーズに応えるビジネスアプリケーションを提案します。

※2012年4月1日に京セラミタ㈱は京セラドキュメントソリューションズ㈱へ社名を変更しました。

様々な業務に対応するアプリケー
ションを用意、お客様のドキュメント
環境を改善し、ビジネスをサポート
します。
例えば、大量の文書を読み込み保存し、
配信するアプリケーション、モバイル 
機器やクラウドを活用するアプリ
ケーションなどを展開しています。

カラー複合機
TASKalfa 256ci

カラー複合機
TASKalfa 2550ci

カラープリンター
ECOSYS LS-C8650DN

クラウド環境などで
モバイル端末と連携

ビジネス・ドキュメント（文書） 環境で、新たな価値を創造します。
京セラドキュメントソリューションズ㈱は、独自の長寿命技術と豊富なソフトウェア技術を搭載した
プリンター・複合機で、お客様に「環境性」と「経済性」双方の価値を提供してきました。
これからも、お客様の業務効率のさらなる改善に向けて、トータルドキュメントソリューションを
展開していきます。

外出先でもビジネス文書を
快適に活用

コンパクトボディに
最新の静粛機能

静かで快適な
オフィス環境を提供

新開発ドラムで 1.5倍※ 1の
寿命を実現

クラス初の本体寿命
180万枚を達成※ 2

※1：ECOSYS LS-C8500DNに比して
※2：45～69ページ/分 カラーレーザープリンター

文書読み込み
保存、配信

文書出力管理

経費管理及び
セキュリティ機能

モバイル端末、
クラウド活用

文書検索管理

ネットワークに
よる管理
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セラミック層
（約30μm）

アルミ素材
高密着

トピックス

●金属ナイフより軽いので、長時間使っても疲れにくい軽い

●酸やアルカリに侵されないので、錆びや腐食の心配がありません錆びない

●硬い素材でできているので、磨耗しにくく、
　切れ味が持続します切れ味長持ち

ますます人気の
セラミックキッチンナイフのご紹介
京セラのセラミックナイフは、ファインセラミックスの優れた特性を
最大限に活かした製品です。使いやすさが評価され、累計出荷本数
900万本※を超えるロングセラー商品です（*2012年10月現在）。

●台所用漂白剤での浸けおき洗いも可能、
　食器洗い乾燥機にも対応していますお手入れ簡単

●色鮮やかなカラーリングでキッチンを
　明るく・楽しく演出しますカラーシリーズ

セラミックの特性を活かしたキッチンコレクション
京セラは、ファインセラミックスの特性を活かした様々なキッチン用品を販売しています。

セラミックの力で時短調理が出来、省エネが可能です。

素早く熱が伝わる

セラブリッド ®フライパン
（金属＋セラミックス）

セラミックなべ
CERA COCOTTE®（セラココット）※ 

※本製品はIH調理器にはお使いいただけません。

お手入れ簡単で長持ち 高い保温性 遠赤外線効果
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連結財務諸表

連結貸借対照表 （単位 :百万円）

科　目 前　期
平成24年3月31日現在

当中間期
平成24年9月30日現在

増減金額

（資産の部）

流動資産 1,144,603 1,153,677 9,074

現金及び現金等価物 273,288 261,517 △　　11,771

一年以内償還予定負債証券及び持分証券 47,175 51,491 4,316

その他短期投資 158,765 173,565 14,800

受取手形 19,349 20,623 1,274

売掛金 225,578 225,379 △　　　　　199

貸倒引当金及び返品損失引当金 △　　　4,583 △　　　4,334 249

たな卸資産 270,336 275,728 5,392

前渡金 68,685 67,075 △　　　1,610

繰延税金資産 45,049 40,501 △　　　4,548

その他流動資産 40,961 42,132 1,171

固定資産 849,500 881,182 31,682

投資及び長期貸付金 391,877 429,890 38,013

負債証券及び持分証券 372,779 416,063 43,284

その他長期投資 19,098 13,827 △　　　5,271

有形固定資産 260,537 256,066 △　　　4,471

土地 60,600 60,067 △　　　　　533

建物 301,911 299,459 △　　　2,452

機械器具 719,146 726,944 7,798

建設仮勘定 17,035 13,849 △　　　3,186

減価償却累計額 △　838,155 △　844,253 △　　　6,098

営業権 89,039 86,495 △　　　2,544

無形固定資産 49,653 45,888 △　　　3,765

その他資産 58,394 62,843 4,449

資産合計 1,994,103 2,034,859 40,756

負債証券及び持分証券

株価上昇により保有有価証券
の時価評価額が増加しました。
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 （単位 :百万円）

科　目 前　期
平成24年3月31日現在

当中間期
平成24年9月30日現在

増減金額

（負債の部）

流動負債 301,048 297,907 △　　3,141

短期債務 4,062 5,986 1,924

一年以内返済予定長期債務 10,610 8,930 △　　1,680

支払手形及び買掛金 102,699 107,477 4,778

設備支払手形及び未払金 60,993 50,790 △　10,203

未払賃金及び賞与 49,880 50,537 657

未払法人税等 13,496 16,225 2,729

未払費用 29,940 34,405 4,465

その他流動負債 29,368 23,557 △　　5,811

固定負債 158,814 188,090 29,276

長期債務 21,197 19,009 △　　2,188

未払退職給付及び年金費用 32,441 30,177 △　　2,264

繰延税金負債 90,179 103,830 13,651

その他固定負債 14,997 35,074 20,077

負債合計 459,862  485,997  26,135

（純資産の部） 　 　 　

株主資本 1,469,505 1,489,827 20,322

資本金 115,703 115,703 －

資本剰余金 162,617 162,894 277

利益剰余金 1,324,052 1,338,416 14,364

累積その他の包括利益 △　　81,639 △　　75,946 5,693

自己株式 △　　51,228 △　　51,240 △　　　　　12

非支配持分 64,736 59,035 △　　5,701

純資産合計 1,534,241  1,548,862  14,621

負債及び純資産合計 1,994,103 2,034,859 40,756

繰延税金負債

保有有価証券の時価評価額の
増加に伴い、これに対応する
繰延税金負債が増加しました。

その他固定負債

米国子会社のAVX Corporation
が環境汚染浄化費用を計上し
たことを主因に増加しました。
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連結財務諸表

販売費及び一般管理費

米国子会社のAVX Corporation
が環境汚染浄化費用を計上し
たことを主因に増加しました。

連結損益計算書 （単位 :百万円）

科　目
前年中間期

（自平成 23年 4月 1 日
至平成 23年 9月 30日）

当中間期
（自平成 24年 4月 1 日
至平成 24年 9月 30日） 増減率（%）

純売上高 604,268 608,431 0.7
売上原価 427,322 451,798 5.7
売上総利益 176,946 156,633 △   11.5

販売費及び一般管理費 109,183 130,742 19.7
営業利益　 67,763 25,891 △   61.8

その他収益・費用（△）    
受取利息・配当金 7,011 7,305 4.2
支払利息 △    1,016 △      861 －
為替換算差損益 1,885 2,350 24.7
その他―純額 △ 78 1,047 －
その他収益・費用計 7,802 9,841 26.1
税引前中間純利益 75,565 35,732 △   52.7

法人税等 24,838 11,877 △   52.2
非支配持分帰属損益控除前中間純利益 50,727 23,855 △   53.0

非支配持分帰属損益 △    3,959 1,516 －
当社株主に帰属する中間純利益 46,768 25,371 △   45.8

１株当たり情報 　 　
当社株主に帰属する中間純利益 　 　

－　基本的 254円 93銭 138 円 31銭
－　希薄化後 254円 93銭 138 円 31銭

期中平均株式数
－　基本的 183,457千株 183,443千株
－　希薄化後 183,457千株 183,443千株

連結キャッシュ・フローの状況 （単位 :百万円）

科　目
前年中間期

（自平成 23年 4月  1 日
至平成 23年 9月 30日）

当中間期
（自平成 24年 4月  1 日
至平成 24年 9月 30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 51,909 60,026
投資活動によるキャッシュ・フロー △　　41,239 △　　52,829
財務活動によるキャッシュ・フロー △　　19,336 △　　12,279
現金及び現金等価物に係る換算差額 △ 　　　9,842 △ 　　　6,689
現金及び現金等価物の減少額 △　　18,508 △　　11,771
現金及び現金等価物の期首残高 273,471 273,288
現金及び現金等価物の期末残高 254,963 261,517
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会社概要（平成��年�月�0日現在）

■ 社 名 京セラ株式会社
■ 英 文 社 名 KYOCERA Corporation

■ 本 社 所 在 地 京都市伏見区竹田鳥羽殿町�番地
■ 設 立 昭和��年（����年）�月�日
■ 従 業 員 数 連結��,�0�名  単独��,���名
■  発行済株式総数 ���,�0�,��0株 

（うち自己株式数   �,���,���株）
■ 株 主 数      ��,���名 

■ 大 株 主（上位10名）
株主名 持株数（千株）持株比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） ��,��� �.��

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） ��,��0 �.��

株式会社京都銀行 �,��� �.��

稲盛　和夫 �,�0� �.0�

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY �,��� �.��

公益財団法人稲盛財団 �,��0 �.��

SSBT OD0� OMNIBUS ACCOUNT - TREATY CLIENTS �,��0 �.0�

ケイアイ興産株式会社 �,��0 �.��

JPモルガン証券株式会社 �,��� �.��

資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） �,��� �.��

注1）持株数は千株未満を四捨五入して表示しています。
注2）持株比率は自己株式を控除して計算しています。

■ 所有者別株式分布状況

金融機関･
証券会社

千株

外国法人等
千株

個人･
その他

千株

その他の法人
千株

■ 取締役及び監査役
代表取締役会長　 川 村 　 誠 常 勤 監 査 役　 鹿 野 好 弘
代表取締役社長　 久 芳 徹 夫 常 勤 監 査 役　 西 川 美 彦
代表取締役副社長　 前 田 辰 巳 監 査 役　 西 枝 　 攻
取 締 役　 駒 口 克 己 監 査 役　 原 　 良 也
取 締 役　 山 本 康 行 監 査 役　 安 田 喜 憲
取 締 役　 山 口 悟 郎 監 査 役　 稲　田　二千武
取 締 役　 石 井 　 健
取 締 役　 青 木 昭 一
取 締 役　 家 守 　 力
取 締 役　 大 田 嘉 仁
取 締 役　 ジョン・ギルバートソン
取 締 役　 ジョン・リグビー

■ 執行役員
執行役員社長　 久 芳 徹 夫 執 行 役 員　 前 　 耕 司
執行役員副社長　 前 田 辰 巳 執 行 役 員　 灘 　 和 之
執行役員常務　 駒 口 克 己 執 行 役 員　 中 村 由 春
執行役員常務　 山 本 康 行 執 行 役 員　 触 　 浩
執行役員常務　 山 口 悟 郎 執 行 役 員　 木 里 重 亮
執行役員常務　 石 井 　 健 執 行 役 員　 伊 達 洋 司
執行役員常務　 青 木 昭 一 執 行 役 員　 佐々木　節　夫
執行役員常務　 家 守 　 力 執 行 役 員　 江 上 　 剛
執行役員常務　 大 田 嘉 仁 執 行 役 員　 神 野 純 一
執行役員上席　 北 村 信 夫 執 行 役 員　 槐    島    登士巳
執行役員上席　 勝 木 純 三 執 行 役 員　 山 下 洋 一
執行役員上席　 南       　慶二郎 執 行 役 員　 鷹 尾 仁 志
 執 行 役 員　 松 田 孝 史
 執 行 役 員　 伊 藤 雅 章
 執 行 役 員　 飯 田 真 幸
 執 行 役 員　 後 藤 雄 次
 執 行 役 員　 髙 津 正 紀
 執 行 役 員　 尾 辻 　 忠
 執 行 役 員　 高 安 　 元
 執 行 役 員　 梅 村 和 正
 執 行 役 員　 ロバート・ウィスラー



株主メモ

毎年 4月 1日から翌年 3月 31日まで

定時株主総会、期末配当　3月 31日
中間配当　　　　　　　　9月 30日

6月

電子公告とし､当社ホームページ
（http://www.kyocera.co.jp）に掲載いたします。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告
ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

東京、大阪、ニューヨーク

100株

三菱 UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目 6番 3号
三菱 UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

電話番号 0120-094-777（通話料無料）
　受付時間 9:00～ 17:00
　（土、日、祝祭日、年末年始を除く）
ホームページ http://www.tr.mufg.jp/daikou/

株式に関するお手続きについて

●事 業 年 度
●株主確定の基準日

●定 時 株 主 総 会
●公 告 方 法

●上場証券取引所
●単 元 株 式 数
●株主名簿管理人
　

　郵 便 物 送 付 先
　

　各種お問い合わせ先

「住所変更」、「買取・買増請求」、「配当金の受取方法の指定」等の各種お手続きに
つきましては、原則として、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）での
お手続きが必要ですので、口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
「郵便物の発送と返戻に関するご照会」、「未受領の配当金に関するご照会」及び
「特別口座に記録された株式に関する各種お手続き」につきましては、上記の
三菱UFJ信託銀行株式会社にお問い合わせください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行
本支店でもお取次ぎいたします。

1．

2.

平成24年4月1日から平成24年9月30日まで
第59期中間報告書特別口座の口座管理機関

証券コード　6971

京都市伏見区竹田鳥羽殿町6番地 〒612-8501
電話： 075-604-3500（大代表）

http://www.kyocera.co.jp

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。


